20121202　1部礼拝
賢い人生(ルカ16:1-13)
　聖書を見ると「ああ、そうか」とすぐに理解できる部分と、「えーこれはどういうことなのだろう」という部分などがあります。今日の聖書の箇所は後者に当たるものではないかと思います。

ある金持ちの一人に管理人がいましたが、その金持ちの財産を管理していました。でも、この管理人が聖書の言葉によりますと不正で不忠実なでたらめな人だったようです。その訴えが主人の耳に入ってきたので彼を呼びました。「今何をしているのか。あなたを信じてまかせていたのに何をしているのか。もうあなたはこの仕事を続けられない。首だ」と言いました。今まではそういうことはなかったので、たぶん、自分が不正な人間だということもよくわかっていなかったでしょう。とにかく、でたらめにやっていたものが「首だ」と言われて初めて目覚めるようになります。「えー大変だ。この職はずっと自分のもので続くと思っていたのにそうでないのだな」ということがわかりました。それで猶予を与えられました。きっちり会計の報告をしてすべてをまとめなさいと言われました。それが1週間なのか、3日なのか、1か月だったのかは書いていないのでよくわかりませんが、とにかくもう首が決まっていて、しかし、まだ首になるときまで時間の猶予が少しありました。そこで彼は今まではそんなことを考えたこともない、今自分が持っている権限でいろいろ自由にやればよいと思っていたのに、それにはリミットがあって、限界があるということに気づきました。そして、良く考えてみると自分のものでもないのです。任されているだけです。つまり、永遠に続くものではない、臨時的で一時的なものだったのです。でも、それが永遠に続くかのように、まるでそれが自分のものであるかのように思っていたのが首を宣告されてはっと気づきました。そこから、初めて悩むようになりました。「首になればもうおしまいなのだが、この後どうしよう。今まで激しい労働の仕事などしたことないし、それは力がないのでできないのではないか」。たぶん、できるかどうかではなく、この人はそういう人間だったと思います。それから、「一番簡単なのは物乞いなのですが、それは恥ずかしくてできないしどうしよう」と首になったあとのことを心配し計算し始めました。今までなかったことです。首を宣告されてから初めて気づいて考え悩むようになりました。また計算するようになりました。そして、ひらめきました。「よし、こうすればよいのだ」。今自分ができること、首になったあとのために今自分自身に与えられているもの、自分が持っているもの、今のこのときを用いて、それに備えてできることは何だろうと。首は決まっているけれども、そのときまでは私が管理人としての職をまだ持っているので、それを有効に使えばよいのではないか。まだまだ機会はあるのではないかと思って、主人に借りのある人を一人一人呼びました。呼んで「あなたはいくら借りがあるのか」「100あります」「これは証文だけど50に書き直しなさい」。それが今良いか悪いかは別にして彼がやれることなのです。彼に今与えられている権限でした。でも、それは永遠に続きません。自分のものでもありません。一時的なものです。それから、もう一人呼んで「あなたはいくらか」「80です」「では50に書きなさい」。このようにすれば私が首なったあと、その人々が感謝してお礼としてもそのことを考えて、私のことを必ずかまってくれるだろうという計算が動きました。このように実際実行しました。聖書にはこう書いてあります。その主人が彼のやっていることを見て、不正な管理人がこうも抜け目なくやったのをほめたと。「彼をほめた」というのは、そのあと首を撤回してずっと雇い続けたのかどうかは書いてありません。たぶん、首になったと思います。ここで「彼をほめた」というのは、彼の人間性やそういうものではありません。彼の抜け目なくやったことをほめました。今朝、この「抜け目なく」の意味がよくわからなくてどういう意味なのか聞きました。賢い、でもずるがしこい方に近いということでした。たぶん、この管理人の性格上、その人間性を見るとそちらの方が近いと思うのですが、主人が評価してほめたのはそのずるさではなくて、ずるがしこかったのかもしれませんが、そのだめな人間なのですがそこにある賢さ、それだけをピックアップしてほめました。彼の賢さです。
イエスさまはこのたとえ話をしながら、世の人々は自分の世の中のことに対しては、光の子よりとても賢いと。なぜこのようなたとえ話をしたのかと言うと、今パリサイ人やイエスさまのことを拒んでいる多くの人に対して、いろいろなメッセージを語りながら、途中、間々、弟子たちに向かってもお話をしていました。その流れの中で弟子たちに向かってお話をしていました。世の中で生きているときにあなたがたは私の弟子としてパリサイ人のような人生ではなく、賢い人生を生きていきなさい。1回限りの人生、永遠に続くわけではありません。ある意味、神様から任されている人生です。それを有効に使って、賢く生きる人間になりなさい。それが神様が望まれることであり、その賢さの意味を説明するためにこのたとえ話をしたのであって、この管理人がすべて賢くやったという意味ではありません。その不正なものの中にも参考にできる賢さというものがそこに光っていました。

つまり、ここで今お話している賢さ、知恵というものは何かと言うと、彼は今の自分の持っているもの、今の自分というものが永遠に続くわけではない、限界ある者、終わりがあるのだと気づいたのです。それを賢さと言います。だから、終わるまでに、限界が来るまでの間はまだまだ時間があるし機会です。そこをどう有効に用いて使うかと言う発想が賢さです。そして、必ず、終わりがありますので、その間を機会にしてそれを有効に活用して未来に備える。それから、イエスさまがおっしゃりたいことは最高のもの、尊いもの、価値あるもの、貴重なもの、それを手に入れること、それを知恵と言います。賢さです。彼の場合はもうこれからだめです。でも、だめになる前にまだまだ猶予があったので、それを用いて自分が生きる道を突破しました。それが知恵です。彼は悪いなりに、不正なでたらめな人間なのですがそういう賢さはあったのだなと、それをほめています。弟子たちに向かって、今の私たちに向かって、神様はおっしゃっています。私たちもこの世の中を生きています。この世の中は永遠に続くものではありません。私たちの人生も永遠に続くものではないし、よくよく考えてみると、皆さんの人生は皆さんのものでありながらも皆さんのものではないのです。管理人がいらっしゃって、私たちは管理人として任せられているだけです。それに気づかないので、残念ながらクリスチャンでありながらも賢く生きることができません。賢く生きることがなければ人生の成功と勝利は期待できません。賢く生きる人が生き残って勝利するようになります。言うまでもないでしょう。ぜひレムナントの信徒の皆さん、兄弟姉妹の方々は、小さいレムナントを初め老人に至るまで残りの生涯、1回限りの人生です。賢く人生を生きていただきたいと思います。人生を賢く生きる主人公になってください。そうすると勝利します。結局、賢い人が勝ちます。愚かなものは負けます。このお話をイエスさまはしました。富のことを不正と言います。本当に賢く使われる前は不正と言われるほどのものです。お金さえあれば、名誉さえあればそれで良いわけではありません。本当に人生が何かわかって、霊的な内容がわかっている者は、ただ成功したからと言ってよいとは限りません。本当の価値、本当に貴重な大事なものとつながるまではそれは不正と言われます。昔、韓国のレムナントの中にプロサッカー選手のパク・チュヨンがいましたが、そのときは有名でした。他のプロサッカー選手2，3人と一緒に日本レムナント大会に来るという噂があり、私がレムナント担当なので半分冗談でもし来たら、トイレに裏に連れて行ってはっきり聞くつもりでした。「あなたのサッカーの実力が不正だと思うか。それが神様に仕えるもの、そことつながらない限りはとんでもない、不正と言われても仕方がないものだと思うのか」と聞こうじゃないかと宣言したのですが来ませんでした。幸いなのか不幸なのかわかりませんが。私たちにはそのような概念がありません。でも、イエスさまは「不正な富で友を作りなさい」とおっしゃいました。持っているものではなく、それをどう使って、どれほど価値あるもの、尊いものを手に入れるかしっかり計算しなさいと。それが賢さです。賢く生きるべきだということです。
最後の結論はこうなっています。しもべは二人の主人に仕えることはできません。二人の主人に仕えることはできないのに、そういうつもりの人は賢くありません。賢くないというのは言葉を裏返しますと愚かなものになります。富にも仕え、神にも仕えとよくも皆そう思っています。「私は神様を信じて神様に仕えます。でも富にも仕えます」と両立できると勘違いしています。それは計算違いです。それは愚かなことです。律法を愛して律法を憎むようになり、律法を重んじると他方は軽んじるしかない。それが正解です。両方に仕えることはできません。賢く生きることに対しての結論はそういうことです。皆さん、たとえば、100円を投資して10円が手に入る。それをわかっていながらそれに投資するとどう言われるでしょう。こういう人はいないでしょう。100円払うことによって10円が戻る。それを喜んでやる者はいません。それをよくもやるという人は周りから見て「愚かだ」と思うのです。少なくとも10円入れたら100円くらいは出るもの、それには投資したりするでしょう。それを賢いと言います。100円入れて10円出るものよりは、1万円出るものがあればそちらの方に入れるでしょう。当たり前でしょう。それが賢さ、知恵と言います。そのような計算が正しく動くべきです。それらを知恵、賢さと言います。マラソンの競技を見ると、最後に優勝してゴールに入る人は最初から突っ走るということはありません。でも、愚かなものは最初からとにかく、他の人より先頭に立って早く走ればよいと思ってわーっと走ります。そうすると、周りの人は「持つかな」と思います。結局、半分も行かないまま途中棄権になったりします。だから、最初にバーッと走り出す人を見ると賢くないなと思います。計算がありません。愚かな者です。本当に賢い者はきちんとゴールを目標にして、どうすれば一番早くそのゴールにたどり着くことができるかと計算し、バランスを取って走ります。それを賢く走ると言います。今目の前でスタートして他の人より先頭に立ってカメラに映ること、そればかり喜んでいる者は愚かな者と言います。一番大事なのはゴールです。一番大事なものを手に入れるために計算します。バランスを取るのです。そのようなことを賢さ、知恵と言います。貴重なもの、大事なもの、重要なものを逃さないことを賢さと言います。愚かなというのは、それより価値のないもののために、この大事なものを失う、それを愚かと言います。そのような定義を持ってイエスさまがおっしゃっていることは、私たちが人生を生きるときに賢く生きるということはどうすればよいのか。そうするためには人生において何が一番大切なのか。何が一番大事なものなのか。何が一番重要なのかがわかっていない限りは、賢く人生を生きるというのは最初から期待できないでしょう。賢さ、賢く生きる知恵と言うものは大事なもの、最高に尊いものを失わないために計算するというのが知恵です。ですから、何が大事なものか、何が尊いものなのかがわかっていない限りは、自分なりには賢く生きるつもりなのですが賢く生きることになりません。神様からご覧になったときには、また人生の中でも結果がでるでしょうが「愚かなものよ」と神様が嘆かれるようになります。ぜひ神様の望まれるとおり、またみなさん自分自身のためにも、次の世代レムナントのためにも、皆さんの周りの苦しんでいる人々のためにも賢く生きていかないといけません。賢く生きる主人公になってください。これを約束として握って祈りの課題にしてください。「神様。残りの生涯、今までは自分なりには賢く生きるつもりだったのですが、わかってみれば愚かな人生でした。これからはだまされないで賢く生きることができるようにしてください。そのために人生において一番大切なのは、マラソンに例えるとゴールです。人生において一番大事なもの、大切なものは何でしょうか。それは世の中の人々は知りません。今まで私たちはそれについてわかっていませんでした。でも、人生において一番尊い、一番大切な私たちをお造りになりました創造の神様、生きていらっしゃる唯一の真の神様と出会って、神のいのちに預かること、いのちをいただくこと、それより大切なことはありません。皆さんの中でこれより人生において大事なものはないという結論がないと、皆さんなりには自分の人生を計算して賢く生きるつもりでも絶対に賢い人生になれません。そんな愚かなこと、しかもでたらめに生きることであればよいのですが、自分なりには賢く生きるつもりで努力もしたけれど、それがでたらめだったならなんと虚しいでしょうか。最初からそれはもうあきらめた方がよいのではないでしょうか。やり直した方がよいのではないでしょうか。人生において一番尊いこと、一番大切なことは真の神様に出会うことです。なぜなら、私たち人間は犬や猫のような動物とは最初から違って、想像の神様が特別な思いで、特別な計画を持って尊い神のかたちに創られた存在だからです。だから、人間は神様なしでは幸せになれないし、成功もできないし、判断も正しくできないし、正しく生きることができないたましいを持っている霊的な存在です。パスカルも言いました。人間の心の中には大きな穴が空いていて神以外には埋められない、世の中にあるどんな良いものでもそれは埋められないものなのだ。入れれば入れるほど、のどが渇いたときに海水を飲むのと同じことで余計に渇いてしまう。人は食べて寝るところがあれば満足して、お金さえあれば、名誉、人の愛情があればそれでハッピーと言うわけにはいかない存在です。神のかたちに造られました。イエスさまがおっしゃいました。人はパンだけで生きるものではない。神の口から出る一つ一つの言葉によって生きるものですと。ペットはどんなに渇いても神の言葉によって生きるものではありません。ペットはエサさえあればよいものです。御言葉などは聞けないし、聞く理由もありません。人は違います。何が大切なのでしょうか。神のかたちに造られている。神様がともにおられないといけないのです。神のいのちによって生きるものです。ここがはっきりしないと、そのあとは教会にどんなに通っていても晴れません。それなのに人は自分で罪を犯して、この神様から離れて神様と絶対会えないものになってしまいました。神様から離れて神のいのちから離れてしまったということがどういうことなのかご存知でしょうか。それを一言でエペソ2章1節と3節には自分の罪過と罪の中にあって死んでいて、空中の権威をもつ者に従うようになり、生まれながら神の御怒りを受けるべき、そのような滅びの運命に捕らわれて生まれてそのまま死んでいくようになります。神から離れている、神のいのちがないということがどれほど恐ろしいことなのか、皆さんぜひ思い起こして、また覚えていただきたいと思います。ノアの時代のように、物が豊富で仕事をしないで毎日、宴会を開いて楽しんで飲んでいても問題が無いくらい豊かに裕福になったにもかかわらず、大洪水の災いによっていっぺんに全部流されました。神様から離れているとどんなに豊かになっていても災いを防ぐことはできません。それから、神様から離れていたので、人の知恵を集めてバベル塔を建てるくらい発展を遂げ、今の時代もそうですが「もう神様なんかいらないのでは」と宣言するほどものすごい発展を遂げていました。それにもかかわらずそれはバベル塔です。神から離れているとその発展がすべて虚しくなって、全部崩れていくようになります。ニコデモのように神を離れていると、自分なりにすべてを手に入れて教養もあり、社会的地位もあり、成功を治めたにもかかわらず。霊的な問題、人生の虚しさを止めることができません。神様から離れているとそういうことも通用しません。逆に神様から離れているからこそ、サマリヤの女の人のように人生そのものがすべてねじ曲がっていて、すべてが崩壊、破壊されていくような結果になります。38年間、ベテスダの池の周りで病気を抱えて迷信的な思いで苦しんでいる人のように、目に見える苦しみ、目に見えない苦しみ、肉体的、精神的、様々な苦しみを患うようになるしかありません。生きている間になぜでしょうか。神のかたちに造られている人間が、その神様から離れて神のかたちが壊れて、いのちを失った結果です。その結果、神から離れている人々は自分の罪と罪をとおしてその人を支配している悪魔、サタンの支配から逃れることはできません。人生いいことあらへんね。神様から離れている限りは。肉体的にちょこちょこ、そのときどきいい、ハッピー、良かった、うれしい、楽しいということがありそうに思われがちなのですが、そうではありません。良いことはありません。イエスさまがこの世に来られたクリスマスがもうすぐですが、何も見えない真っ暗な中に大きな星が光るようになりました。だから、ちょこちょこ良いこと、悪いことと思うのでしょうが、根本的に真っ暗です。神から離れている限りは、光を失った以上、そこに希望はありません。それが人生です。ですから、人生で一番大切なのはこの神と出会っていのちに預かり、そのためにこれを邪魔している罪と悪魔、サタンの支配から解放されること、そこから助け出されること、それより大切なことはありません。それを救われると言います。救いと言う言葉は飛び交っています。聖書が語っている救いは違います。一言で申し上げると人生の中で救いより大切なものはありません。皆さんの愛情、子ども、旦那さん、経済、職業、会社、地位、勉強、学歴、才能、どんなものより救いは大切です。それがわかっていない限りは何が人生を賢く生きることなのかが理解できません。けれども、私たちは自分で罪、悪魔から助け出されて神様と出会って神のいのちに預かることはできません。これが罪の限界です。それで神様は私たちを愛して、私たちをまた神様の元に取り戻すために、罪と滅びの運命から私たちを助け出すために、神様は罪のないひとり子、イエス・キリストを世に送ってくださいました。そのイエス・キリストが私たちの代わりに十字架にかけられて、代わりにのろわれて、代わりに罰せられて、代わりに血を流されて、代わりにいのちを捨てることによって、私たちはただそのイエス・キリストを信じることによって救われるようになりました。罪と死の原理から解放され、神様と出会い、神のいのちの祝福に預かりました。イエス・キリストを信じることによって。ですから、人生で一番大切なもの、一番貴重なものが救われることであれば、それを得るための唯一の道、キリストであるイエスに従うこと、イエスを信じることこそが知恵中の知恵で、最高の知恵であり、選択の中の選択であり、最高の賢さです。そして、その選択は絶対的なものです。他に道はありません。イエス・キリストを信じるもの、それがどういうことなのかわかっていないと。皆さん、何が賢く生きることと思うのでしょう。大学受験に備えて一生懸命勉強すれば。それは大学のためには賢いかもしれません。人生においては賢いとは言えません。人生において人生を賢く生きる一番大切な知恵というものはイエス・キリストを救い主として受け入れることです。イエス・キリストを信じることです。これは頭の悪さ、学歴とも関係ありません。だれでもイエス・キリストを信じる者は即座に永遠に解放され、永遠に主がともにおられ、伴われ、永遠に保障されるようになります。信じた途端に。イエスさまを信じることより大きいことはありません。それが賢いのです。ですから、イエスさまを信じていない限りは自分なりにどんなに人生の設計を立てて、たとえば、ソフトバンクの社長さんは大学のときには何をして、30歳では何になってというプランをしっかり立てそれに備えていました。その中では成功のためには賢いかもしれません、そのとおりになりました。それで今に至っています。ただ神様には会っていません。だから、賢い人生とは絶対に言えません。だれが賢い人でしょうか。だれが賢く人生を生きている人でしょうか。ここで今、お金もあまりないかもしれません。体力的にもそんなに優れていないかもしれません。だからといって優秀な大学に通っている学生さんもあまりいません。だから、それを合理化するための話ではありません。そんなにハンサムな格好いい人もあまり見えないのですが、ここで礼拝を捧げていて「神様。アバ父。イエスはキリストです」と心から告白している者、皆さんはそれがちっぽけなものに思えて、引き出しの中にいつも閉まってあるかもしれませんが、皆さんこそ賢い人であり、賢く人生を生きている主人公です。勘違いしないでください。何が賢いでしょう。それはみな計算違いです。イエスさまが今おっしゃっているのは、パリサイ人に向かって「イエスを信じない限りはあなたがたは今、イエスさまに従っている弟子たちは不良、売春婦出身、取税人、ガリラヤ出身、漁師などの人間ばかりで上から目線で見下しているだろう。あなたがたはそこに加わっていないことをよかった。やっぱり私たちは賢いなと思っているでしょう。愚かな者たちよ」とおっしゃっています。逆に皆さんはそういったいろいろなことに振り回されないで、芯をしっかり持って「私は最高に賢い選択をした主人公だ」というプライド、自信を持ってください。
それから、賢く生きるというのは全部それにつながっているでしょうが、いのちをいただいているので、何ものにも比べられない最高の祝福をいただいているものなので、それはイエスの他にはありません。だから、生きている間が機会です。イエスを信じて最高のものを手に入れなさい。それが賢さです。そのいただいているいのちを信仰を持って豊かに存分に味わうことこそ賢いことです。それが知恵です。どういうときでしょうか。豊かになったその中でもそれに酔いつぶれないで、このいのちの祝福を信仰を持って味わうことです。ポイントは信仰です。資格もない、環境も性格もいろいろ異なっているでしょう。関係ありません。信仰を持ってそれを自分のものに味わうことです。ときには危機に遭う場合もあります。危機の中でもその危機に惑わされないで、これを味わうことが賢い人生です。いろいろな問題にぶつかるときもあるし、限界を見るときもあります。人間は限界があります。皆さんが自分自身を直そうとしても、どうしても直らない限界を感じるときもあります。そのようなときに、その限界に振り回さらないで賢く生きるというのは、すでにいただいているいのち、すべてを上回ってカバーできる、勝利できるいのちの祝福を存分に味わうことを選びます。そちらの方に走ること、これが賢く生きることです。いつもブツブツつぶやいたり、言い訳ばかりしたり、心配ばかりしたり、人の悪口ばかりしたり、だれかのせいにしたり、それは愚かな者です。それは本当かもしれません。事実かもしれません。でも、事実の裏側の本当の事実はいのち与えられているものではないでしょうか。なぜそれを粗末にするのでしょうか。そのいのちに関わること、またいのちを豊かに味わうことこそが賢さであり、賢く生きることです。尊いものを逃さないでください。肉的なこと、世的なこと、人間的なことのために霊的なことを損してしまうこと、それを愚かな人生と言います。たとえ、それらのことを犠牲にされることがあっても霊的な祝福、いのちの祝福を守って、それがダメージを受けない方を選ぶこと、それを賢いと言います。どちらが大事なのかを正しくわきまえているのかどうかです。
それから、最後に賢く生きるというのはこのいのちの祝福を味わい、これをまったく知らないでさまよっている人々に分け与えて仕えること、これが賢く生きることです。これが人生において、一番価値ある、一番尊いことです。だから、いつもそこを逃さないためにどうすればよいのかという計算が動くこと、それを賢さと言います。そこがダメージを受けないようにどちらが正しいのだろうと判断することを知恵と言います。本当に人生において価値あるもの、尊いもの、貴重な物が何なのかの答えがない限りは、自分の頭でどんなに賢く計算してやろうとしても外れるのでしないでください。逆に賢く生きようとしないように。まず人生の中で何が一番貴重で、大切なものなのか結論を出してください。何が大切でしょうか。前にもお話したように、また韓国の集会でも私はそのメッセージをしましたが、イエスさまはそれを正しくわかってもらうために「あなたの父やあなたの母、家族、愛するものなど、一番大事なものを憎みなさいとおっしゃっています。なぜかと言うと賢く生きるための邪魔になって愚かな者になるかと思ってです。多くの人が会社に行く時間帯を気にして、学校に間に合わないかと思いものすごく気にしているのだけれど、礼拝の時間はあまり気にしません。礼拝がだめになることは平気で、でも学校の授業が受けられないということは天が崩れるかのように思う。それを自分なりには賢いと思っています。神様は愚かな者と思っています。学校の勉強を軽んじなさいと言う意味ではありません。たとえ学校の授業うけられなくても、もし私が恵まれることがあるのであれば、両方を選ぶしかない状況であれば当たり前に礼拝を選ぶでしょう。それは賢い者です。計算が正しくできている者です。その逆は計算違いでしょう。なぜそうなるのでしょうか。人が悪いからではありません。本当は頭が悪いからでも、IQが悪いからでもありません。何が本当に貴重なものなのかに対してまだ正解が出ていないのです。皆さんの命より、神から与えられている救いのいのちが大切だとイエスさまはおっしゃっているのです。命さえ憎みなさいとおっしゃっているでしょう。これは憎みなさいと言うことがポイントではありません。それほど、キリスト、イエスから与えられているいのちの救い、神様と出会って罪と滅びの運命から助かったということがどれほど大きな祝福なのかわかってほしいという訴えです。それで聖書にはまず、神の国と義を求めなさい。何を食べるか飲むか着るかなどより、こちらの方が大切です。だから、何を食べるか飲むかによってまず神の国と義を求めることが隠れたり、薄くなったりするとそれは愚かなことであり、損してしまうことです。このいのちを宣べ伝える、分け与える福音宣教のこと、これは神様の結論です。つまり、この地球が動いている理由です。これより大切なものはありません。すべてを用いてこれを手に入れるのです。と同時にクリスチャンの結論でもあります。福音宣教というのはクリスチャンの生きる理由になります。それほど大切なものです。と言いますのは、今申し上げましたいのちといのちを味わうこと、いのちを伝える福音宣教のこと以外のすべては、この貴重な尊いもののために存在する道具であり、手段であり、過程に過ぎないものであり、一時的なものであり、臨時採用されているものであるという定義が必要です。それが家族であれ恋人であれ、目に見えるものであれ目に見えないものであれ、全部同じです。自分のいのちまでもが臨時採用されている者です。全部、自分のものではなく、神様からこの尊いもののために管理人として任せられているものです。皆さん、皆さんのものが全部皆さんのものだと思っているでしょう。だから、賢く生きることが邪魔されるのです。管理人だという意識がない限りは自分のものではなく任されているのです。それはリミットがあって永遠に続くものではありません。皆さんの才能が永遠に続くと思いますか。恋人の関係が永遠に続くと思いますか。親子関係が永遠に続くと思いますか。今の会社の地位が、皆さんの体力が永遠に続くと思いますか。そう思っていること自体がもう愚かなことではないでしょうか。それは道具としてこの尊い、永遠に変わらない価値あるもののために用いられる、そのために有効に活用する道具です。そのような位置づけを正しくすることが賢く生きる秘密です。ほとんどそういったものに対して自由ではありません。このことがわかったときに自由になるでしょう。前にもお話したように、皆さんの専門分野はこの尊い福音宣教、いのちのためにあるものであって、それゆえ一生懸命磨いて勉強するという必要があります。でも根本的にはそれは道具なのでそれが途中で、たとえばスキーの選手が交通事故で足が折れても関係ないように、そのように整理されていなければなりません。皆さん、会社から首になったとしても、それも皆さんの人生に影響与えないように整理しておかなければいけません。そういうつもりで最善を尽くすことと、それに首を懸けていることとは違います。私たちは会社のために、仕事のために、才能のために、勉強のために、この地球の発展のために、地球の平和のために生きるものではありません。永遠に変わらない神のいのちのために生きるものです。すべてがそのためにあるものです。そうでないと私たちは「神に仕えます。富にも仕えます」とここでは代表的に富になっているのですがそのようによくも言うようになります。できません。神を捨てて他のものに仕えるようになります。だから、愚かなものになるのです。つまり、100円払ってマイナス100円になる道を選ぶと言うことになります。でも皆それは賢いことだと思っています。今の複雑な現代社会の中で信仰をしっかり守りとおすというのは愚かなことでしょう。それをよくも適当に妥協しながら、これが賢いことだ、皆そう思ってそのようにチームの働きをしています。違います。何が賢いことでしょう。今、皆さんに与えられている今日、今与えられているもの、それが他の人と比べて良いか悪いかいろいろあるでしょうが関係ありません。今皆さんに与えられている現実、環境、才能、与えられている目に見えるもの、見えないものすべて、それが全部機会です。どんな機会でしょうか。いのちのために、いのちを味わって、このいのちを宣べ伝えるための機会です。そのように用いることがなければ愚かな人生を生きることになります。真の知恵というものは永遠に価値あるいのち以外のもの、その代表が富でした。そのことによって真のいのちにダメージを受けないこと、それが知恵であり賢さです。逆に言うと真のいのちの祝福、真の価値あるもののために他のものがもし一瞬、犠牲になって損することがあれば、そちらを選ぶと言うのが賢さです。聖書全部がそうでしょうが、いつも、メッセージと朝デボーションをする箇所が重なります。今日も民数記を読みました。イスラエルを誘惑していた、この信仰から遠ざけてしまった、引き落としてしまった異邦人のミデヤンを打ち殺しなさいと言われています。それが知恵です。福音というものはすべてを受け入れることができます。正しいもの、正しくないもの、肌色が違っても関係ありません。すべて受け入れるようにしないといけないのですが、ただこのいのちの祝福にダメージを与えるようなものは切りなさいと。それが賢いことです。惜しまないで、もったいないとしないように。皆さんに与えられた今日、そして、与えられたもの、現実に溺れることもしてはいけません。また逃げることもだめです。そのすべてを尊いもののために、永遠に変わらない祝福のために機会にして用いるようにしてください。
結論を申し上げましょう。賢い人生が何かわかっているので皆さんはまず今週から自分自身に向かって「自分は学歴も頭のIQも他の人よりあまり優れていないかもしれません。いろいろそういうことがあるでしょう。でもそれらと関係なく自分はイエスを選択して、本当は神の恵みなのですがイエスに従う選択をしたもの、つまり、最高に知恵あるものだ」と皆さん自分自身をほめてください。そして、最高に賢いものであり、最高の選択をしたものとしてのプライド、自負を持ってください。なぜそれが必要なのかと言うと、これからの残りの人生に対して皆さんがどのような色目で見ているのか、色でもし表すのであればどんな色で表すのか。だいたい皆、灰色です。雲色なのです。それを全部取っ払って最高に知恵あるものだと自分をほめることによって、そうならば残りの人生はバラ色の輝く人生であり、自分の人生に期待を持つようにしてください。神様が必ず、いのちの祝福を表すと期待感を持つようにしましょう。だいたい今までの経験によって、それに基づいてみるでしょうが、自分のこれからの人生、自分の人生なのに自信も持てないし、期待もないし、不安だらけで不透明で灰色だらけです。グレーゾーンを全部、取っ払ってバラ色に変えてください。そのように人生のことを祈って感謝してください。必ず、いのちの実が結ばれますので。世の人が真似することのできないいのちの祝福が現れるから。
それから、最後に皆さんがそうすることによって人生のすべての方向を修正し、献身の方向に修正してください。献身と言うのは何かを捧げなさいと言う単純な話ではありません。皆さんのすべてを全部、福音と福音宣教とにつないで結んでください。そして、自分自身に聞いてください。皆さんの仕事と伝道は関係ありますか。漠然とではなく本当に仕事をしながら仕事を考えるときに、いつも伝道とそれがつながって考えられるでしょうか。そうでないと今、愚かな人生を生きているのです。皆さんなりには賢く生きているのかもしれませんが。だから、知恵ある賢い人生は全部伝道とくっつけて考えます。仕事をとおしてこれが伝道とどのように関係があるのでしょうか。これをとおして伝道のわざがなされるように。これをしながら伝道につながる。とにかく、伝道のことがそこで離れていては賢く生きることは期待できません。皆さん、1日を考えるときにも、人間関係を考えるときにも、全部伝道とくっつけてください。それが献身です。でも、これは真剣に自分自身に問いかけてみてください。皆さんの家庭と福音宣教と関係ありますか。未信者であれ信徒であれ、とにかく、家庭のことを考えるときに、子どもの結婚のことを考えるときに、子どもの勉強のことを考えるときに福音宣教とつないで考えたことがありますか。常に考えないといけません。それが賢く生きることです。そして、それを献身と言います。方向を全部、福音宣教にくっつける方向に修正しないといけません。皆さんはなぜこの三郷の教会に来るようになり、なぜ今の時代に生きていて、また日本に生まれ、日本に住むようになったでしょうか。全部、伝道とくっつけて考えない限りは賢く生きることはできません。皆さんの家庭になぜ苦しい問題があり、人間の力では解決できないややこしい複雑な問題があるのでしょうか。神様が皆さんを呼んでいらっしゃるのです。なんのために生きるべきなのかと。大学の勉強をしてどうするつもりなのかと。福音のために身を捧げなさいと招いている神様のコーリングを聞かないといけません。大学で勉強をして、卒業して、就職し結婚して、そこそこ生きるという頭ではいけません。家庭内に他の家庭に無い問題があった場合には、真剣に感謝しながら考えてみてください。他の人にはない使命があるのだと。全部を福音と福音宣教にくっつけて考えてください。皆さんの悪さもくっつけて考えてください。それを献身と言います。だから、皆さんのすべての方向を献身の方向に修正するようにしましょう。なぜでしょうか。賢く生きるために。私たちは賢い選択をしている主人公ですから。そうすると、必ず、皆さんをとおして世の中は明るくなります。第三極でも民主党でも自民党でも日本は明るくなりません。皆さんしかいません。皆さんがそれを覚えて自負を持って祈っていかないといけません。人生を吟味して考える、大人の1週間を送っていただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちを人生において最高に価値あるものが何かを知らせてくださり、イエス・キリストに従うことができる幸いをありがとうございます。これが最高に賢い知恵だったという確信を持って、自負を持って、このいのちの祝福を味わうことに走り、また宣べ伝えることにすべて方向を合わせ修正できるような賢いクリスチャンになるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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